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第２回 安中市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進会議 会議録 

 

開催日時 令和２年 11 月 17 日（火）午後 3時 00分から午後 4時 00分まで 

開催場所 安中市役所本庁舎３階 第 305 会議室（安中市安中一丁目 23 番 13 号） 

出席委員 

(敬称略) 

佐藤公俊（会長）、萩原俊一（副会長）、緑川悦子、武井俊彦、神澤克彦、岩

井一夫、竹下裕理、茂木三枝、神戸るみ（計９人） 

欠席委員 

(敬称略) 

濵野あゆみ（計１人） 

事務局等 阿部総務部長 

［企画課］田中課長、大野係長、金井主事 

議事次第 部長あいさつ、前回欠席委員の自己紹介を行ったのち、２件の議事を議題

とした。（１）は「第２期安中市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）」に

ついて事務局説明、質疑応答を行い、（２）は委員間で意見交換を行った。 

傍 聴 者 ０人 

 

●会議内容は次のとおりです。 

１ 開会 （午後３時 00分開会） 

 

２ あいさつ 総務部長 阿部 哲也 

部 長 〈あいさつ要旨〉 

本日は、お忙しい中、安中市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進会議にお集まりいた

だき、誠に感謝申し上げます。 

推進会議は全部で３回を予定しており、委員の皆様には、第１回から活発な意見交換を

していただきました。 

今回は第２回となりますので、安中の特性を活かしたより良い計画の策定に向けて、委

員の皆様には専門的な立場から、前回に引き続き、様々なご意見、ご指導を賜りたいと考

えております。 

特段のご協力をお願い申し上げます。 

 

  

（委員紹介 神澤委員より自己紹介） 

 

３ 議事［議長：会長］ 

（１）第２期「安中市まち・ひと・しごと創生総合戦略」（案）について事務局説明 

事務局 

 

 

資料№１、２、４により説明 

 

＜説明要旨＞ 

〇意見の調整方法について（資料№４） 
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事務局 委員からいただいた意見を６つの対応方法（「Ａ.市長向け意見書 所管課へ展開」、「Ｂ.

総合戦略に反映 第３回までに所管課と調整」、「Ｃ.該当計画・施策あり」、「Ｄ.施策の中

身を修正 第３回までに所管課と調整」、「Ｅ.表現方法と指標等の修正 第３回までに所

管課と調整」、「Ｆ.そのまま」）で調整させていただく旨を説明。 

 

〇第１回推進会議でいただいた意見の対応方法について（資料№１、２） 

資料№２「助言内容」、「事務局からの回答」、「掲載ページ」、「対応方法」を順に説明。 

 

〇第２期総合戦略（案）の修正点について 

・「安中市」と「本市」、両方の記載があったため「安中市」に統一して修正。 

・指標の表現方法について第３回までに整理を行う。 

・総合戦略-13 ページ指標「アクティビティ数」から「観光機構が取り扱う体験プログラ

ム数」と具体的な表現に修正。 

 

 

［質疑応答等］ 

なし 

 

（２）意見交換 

会 長 意見交換をさせていただきたい。意見がある委員は挙手をお願いする。 

 

委 員 総合戦略-２ページ、展開方針４の３～５行目の文章がつながってわかりづらくなって

しまっている。表現方法を修正した方が良い。 

総合戦略-８ページの基本目標１つ目に、「創業支援」と「良質な雇用の確保」と記載さ

れているが、並列はそぐわないのではないか。 

基本的方向の３つ目「新規参入の促進を図ります」の部分が、収益性改善の支援を行う

のか、後継者が不足しているから新規参入してくださいという意味なのか、初めて読んだ

人はイメージしづらいと感じた。 

総合戦略-12 ページ基本目標の一番下「企業や個人による地方への資金の流れを強化」

とあるが、本来は市外から安中市に資金を集めるイメージで掲載されている。しかし、安

中市の企業や個人が市外に資金を持っていくと捉えられてしまう可能性があるので、表現

を修正した方が良い。 

 

会 長 前回と同様に順番に発言していただくこととするので、それぞれから意見をいただきた

い。 

 

委 員  総合戦略-24 ページの指標「安中市が住みやすいと思う市民の割合」において、住みや

すくないと感じている意見はどのようなものがあったか見えた方が良い。 

資料№３あんなかスマイルパークについて、どうやって子育てに活かしていくのか、

様々な制度との組み合わせもあると思うので、資料を確認し、後ほど意見提案させていた

だく。 

総合戦略-13 ページの施策２において、他自治体でも移住定住の促進とよく耳にする。

安中市としての特色を反映できる施策があるのであれば、より具体的に表現してみてはど

うか。例えば、自然環境を活かしたワーケーションなど。 
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委 員 総合戦略-27 ページの指標「自主防災組織率」の目標値が 100％となっている。目標の裏

付けや達成までの過程が吟味されていると良い。 

総合戦略-24 ページ、基本的方向の下から２つ目において、群馬県においても県内の大

学等と連携していくことを謳っている。安中市内に大学は無いので、近隣の大学というこ

とになると思うが、具体的な取組について記載があると理解が得られやすいと感じた。 

 

委 員  武井委員と同様に、各指標の目標値について、具体的な根拠が示されるとより実現に近

づくと感じた。 

 施策等がたくさん掲載されている印象である。総合的な計画として、持続可能なまちづ

くりをすることはわかるが、ある程度重点を置いて実施しないと実現は難しいと感じた。 

 

委 員  群馬県では「ぐんま子ども・若者未来ビジョン 2020」として、群馬県総合計画の個別基

本計画及び「子ども分野」における最上位計画を昨年度策定した。４つ基本方針が示され

ており、子どもだけでなく若者が入っているのがポイントとなっている。 

総合戦略-22 ページの施策３において、ひきこもりについて記載があるが、子どもの時

期の社会課題を引きずって、ひきこもりになっている若者は多い。子どもだけでなく、若

者を地域で支える担い手を作ることが重要であると考える。担い手作りの指標がないの

で、盛り込んでいただきたい。 

 

委 員 安中市公式インスタグラムは、アカウント名が「ａｎｎａｋａ＿ｃｉｔｙ」であるが、

説明部分で公式とわかるように表示した方が良い。安中が好きで個人的に情報発信をして

いるアカウントなのか、区別できた方がフォロワーも増えるのではないか。インスタライ

ブ（インスタグラムのアプリ内で利用できるライブ配信機能）などを利用すれば、発信者

と視聴者が交流することができる。ライブ配信で、安中市の自然を紹介しながら、特産品

で料理をする、農家の方と視聴者をつないで、質問コーナーを設けるなどの配信があると

視聴者の反応が見られて良いと思う。コロナ禍でイベントの開催が難しい中、このような

方法でつながりを持つことができる。 

総合戦略-８ページの基本的方向、上から３つ目では、新規就農者を増やす施策が記載さ

れている。新規就農者に補助金を出す、ベテランの農家の方が指導してくれるなど、記載

や情報発信をすると農業をより魅力的に感じると思う。 

あんなかスマイルパークについて、群馬県立観音山ファミリーパークのように、市外か

ら遊びに来ていただくことも想定しているのであれば、安中の情報発信や特産品の販売、

おいしい食事ができるなど、経済の活性化につなげていただきたい。 

 

委 員  総合戦略-９ページの施策１について、労働弱者と言われる派遣社員や、外国人の研修生

などを守ることも大事である。景気が悪いからと雇用者から切られないよう、相談できる

機関が必要であると考える。外国人研修生は、様々な国の出身がいるので、言語対応など

難しい面もあるが考えていただきたい。 

総合戦略-10 ページの施策３において、企業誘致について記載があるが、安中市のよう

な都市はいっぱいあるので、交通や立地が似たような都市を参考にしてはどうか。農業 

のベンチャー企業が参入できると良い。  

神澤委員の言うとおり、かなりの量の施策がある。ある程度しぼらないと、全部実施す

るのは厳しいので、重点を置いて伸ばした方が市民にとっても良いと感じた。 

 

委 員 

 

 

 総合戦略などの計画ができ上がった時は記事になるが、その後の達成状況について把握

していないことが多々ある。10 年前に取り上げて自分で記事にした計画を見直してみる

と、目標値と実績値がかけ離れた数値となっていた。 

総合戦略も第１期の達成率が重要なので、目標値が理想値なのか実現可能な数値なのか
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委 員 明確にしてもらった方が良い。第１期の結果を示して、この数値はこの理由で達成できな

かったとおおっぴらに出していただきたい。 

市民にもれなく、まんべんなく行政を行うのが市の理想であるので仕方ないとは思う

が、この項目を牽引すると他の項目も付随していくという重点項目を３つくらい上げ、明

確な意思表示をして推進した方がわかりやすい。 

交通の要所という立地特性を活かしていくなら、高速道路や主要幹線道路、駅名、新幹

線名を具体的に上げると移住するのに適しているとより示せるのではないか。 

 市の名前を変えても通用してしまう計画ではなく、安中市の計画とわかるように特色を

出していただきたい。 

 

会 長 本日も活発な意見交換ができていると思う。反映できる意見は反映していただくようお

願いしたい。 

安中市だけでなく行政一般の問題ではあるが、総合戦略などの計画は、網羅的なものを

策定して終わりにすることが多い。文言の調整を行い、計画に魂を込めた方が良い。総合

的に実施しようとして、色んな言葉がくっついてしまっている部分がある。 

例えば、展開方針１において、「創業支援」と「雇用の確保」が併記されている部分があ

る。施策１で、雇用を増やすとなっているが、施策３の企業誘致でも雇用を生み出すとな

っているので、少し整理をした方が良いと感じた。 

また、基本目標で「良質な雇用」とあるが、「良質さ」というものを定量的、定性的に捉

えることは難しいので「良質な」という形容詞はいらないと感じた。 

働く人を増やす点においては、働く人の純増を狙うのではなく、働きたくても働けない

人を減らす施策が必要であると考えられる。指標として、「有効求人倍率」は良いと思う

が、「従業員数」は施策１ではなく施策３にあっても良いと感じた。 

実現可能性を重視した場合、１つの文章に重要なことを２、３つ入れると入れすぎと感

じてしまうので整理が必要である。 

委員から目標値の実現可能性について意見があったが、目標値のあり方や実現する上で

のプロセスを所管課は持っていないといけない。計画に記載しなくても良いが、調整を行

う企画課から、委員からそのような意見があったことを所管課へ伝えていただきたい。 

総花的に掲載されているが、優先順位が重要で、重点をどこに置いているか感じさせる

ような記載にしていただきたい。 

ＳＮＳは、流行り廃りがあるので、将来的にツイッターを誰も使っていない可能性があ

る。ＳＮＳを記載するだけでなく、もう少し具体的に、誰に対して何を発信するのか明確

にターゲティングすると良い。所管課が、ターゲティングを意識して発信しないと、あっ

という間に６年経過してしまう。 

委員の皆様の意見を聴いて、全体的に、文言は注意深く修正を行い、市民に理解を得ら

れるようにすることが必要と感じた。 

  

様々な意見が出たが、他に意見がある方はいるか。 

 

委 員 群馬県の移住相談会が開催されているが、安中市は参加しているのか。このようなイベ

ントは、安中市をアピールする機会になると思う。どの程度関わっているか気になってい

る。 

 

委 員 移住相談会に来る方々が担当者の方を把握していたので関わっていると思う。移住コン

シェルジュはいないが、都内の移住イベントも担当者が参加しているようである。 

 

事務局 関わっていると思うが、詳細について把握できていない。 
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会 長 意見も出尽くしたようなので、以上をもって、議事を終了し、議長の任を解かせていた

だく。ありがとうございました。 

 

 

４ その他 

事務局 〇パブリックコメントの実施について 

 市民向けのパブリックコメントを 12 月中旬から令和３年１月８日（金）までの実施を

予定している。会議終了後、他にご意見等あれば事務局あてに１月８日（金）までを目途

に、メール等でいただきたい。本日いただいた意見及びパブリックコメントを事務局で取

りまとめを行い、第２期総合戦略（案）の修正を行う。 

 

〇次回の会議日程について 

日時：令和３年１月下旬で２時間程度を予定している。 

後日、日程調整をさせていただく。 

 

 

５ 閉会 （午後４時 00分閉会） 

事務局 以上をもちまして、第２回安中市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進会議を終了とさせ

ていただきます。本日は、長時間にわたるご審議、誠にありがとうございました。 

 

 


